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老朽化するインフラと向き合う特
集

　

一　

本
稿
の
狙
い＊

１

　

高
度
成
長
期
に
急
速
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
は
、
現
在
一
斉
に
更
新

時
期
を
迎
え
て
お
り
、
早
急
な
老
朽
化
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
多
額
の
更
新
・
修
繕
費
用
が
必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
税
収
の

減
収
や
社
会
保
障
費
の
増
大
か
ら
、
財
源
確
保
の
難
し
さ
と
と
も
に
財
政

状
況
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
人
口
減
少
・
少
子

・
高
齢
化
が
著
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
た
め
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
現

状
の
規
模
の
ま
ま
再
整
備
す
る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
量
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
整
備
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
将
来
の
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、
集

約
型
都
市
構
造
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
構
造
の
転
換
を
求
め
る
声
も
あ
る
。

　

確
か
に
、
公
共
施
設
の
み
を
取
り
あ
げ
て
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
論
じ

る
こ
と
は
、
自
治
体
の
財
政
支
出
の
管
理
を
行
う
上
で
は
有
効
な
面
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
質
的
な
問
題
は
、
少
子
高
齢
社
会
や
環
境
的
な
制
約
が

増
大
す
る
な
か
で
、
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
生
活
像
・
将
来
を
ど
の

よ
う
に
描
き
、
ま
た
そ
こ
に
む
け
て
、
公
共
施
設
を
ふ
く
め
た
地
域
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
資
源
を
、
ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
近
年
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
実
態
を
分
析
し
た
上
で
、先
端
的
な
取
り
組
み
を
取
り
あ
げ
て
、現

状
で
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
公
共
施
設
（
政
府
の
所

有
す
る
）
に
限
ら
な
い
地
域
の
物
的
資
本
（
地
域
資
本
）
の
活
用
を
基
軸

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
向
き
合
う

地
域
資
本
の
利
活
用
を
軸
に
し
た

少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る

新
し
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

老
朽
化
す
る
公
共
施
設
に
対
し
て
は
、
施
設
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、

公
共
施
設
を
含
め
た
地
域
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
資
源
を
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
か
と
い
う
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
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自
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ま
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づ
く
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コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
都
市
計
画
提
案
制
度
の
創
設
に
社
会
資
本
整
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審
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委
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と
し
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づ
く
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科
事
典
』（
編
著
、
丸
善
）
ほ
か
。
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
な
ど
受
賞
多
数
。
研
究
室
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト http://ut-cd.co

と
し
た
、
現
代
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
展
開
す
る
た
め
の
道

筋
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

二　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
態＊

２

（
一
）
全
国
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
の
現
状

　

二
〇
一
三
年
一
一
月
三
一
日
現
在
、
全
国
一
七
四
二
市
区
町
村
の
う
ち

一
五
一
自
治
体
が
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
連
し
た
政
策
文
書
を

作
成
し
て
い
た＊
３

。
地
域
別
の
取
り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
関
東
地
方
、
そ

の
な
か
で
も
と
く
に
一
都
三
県
に
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
地
域
は
、
人
口
に
比
例
し
て
公
共
施
設
の
総
床
面
積
が
非
常
に
大
き

い
こ
と
、
ま
た
比
較
的
早
い
時
期
に
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
老
朽
化
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
策
に
迫
ら
れ

て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
概
要

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
多
く
の
場
合
、「
施
設
白
書

基
本
計

画

実
施
計
画
」
の
順
で
行
政
文
書
を
作
成
し
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
実
施
計
画
ま
で
策
定
し
て
い
る
自
治
体
は
少
な
い
。

　

基
本
計
画
に

て
明
確
な
原
則

・
基
本
方
針
を

定
め
て
い
る
自

治
体
は
七
八
で

あ
り
、
そ
れ
ら

の
基
本
計
画
を

対
策
目
標
に
着

目
し
て
分
類
を

行
う
と
図
４
と

な
る
。

　

図
２
で
示
し

た
、「
指
定
管

理
者
制
度
・
Ｐ

Ｆ
Ｉ
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
の
見
直

し
」
や
「
長
寿

命
化
・
耐
震
化

な
ど
の
建
築
物

の
見
直
し
」「
財

施
設
白
書

基
本
計
画

実
施
計
画

図１●三段階別の計画策
　　　定状況
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